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１．研究概要と目的 

 本研究では，地方における産学連携や地域イノベーションの創出の促進に資することを目

的に，地方国立大学を対象に企業等との共同研究の契約情報やイノベーション創出に関する

ヒアリングの調査を行い，情報を整理・分析して，地方大学と地元企業との共同研究の実状

や影響因子を明らかにするとともに，地方における産学連携や地域イノベーションの創出を

促進するための要件などを明らかにしていく。 
 主な目的は，以下の３点である。 
 ①2014(H26)～2018(H30)年度の 5年間，できれば，2020(R02)年度までの 7年間の期間に

おける地方大学の共同研究の実施状況を調査・分析して，明らかにすること。 
 ②各地域での地域産業創出，地域イノベーション創出にむけた活動や仕組みについて調査

し明らかにすること。 
 ③地方大学と地元企業の連携を核にした地域イノベーションの創出に向けた課題はなにか

を調査して，明らかにすること。 
 

２．具体的な研究内容と予定 

 令和３～５年度にかけて，以下の予定で研究を進めていく。 
１）令和３年度 
 ①島根，新潟，愛媛，長崎の 4大学の共同研究状況の調査と分析を行う。 
 ②他大学へ調査の依頼を行い，分析すべき共同研究情報の収集を行う。 
  調査対象：地方国立大学（総合，複合） （今回の調査依頼がこれに該当します。） 
２）令和４年度 
 ①他大学のデータの整理・分析を実施する。情報を提供して頂いた大学について，年度毎

の共同研究の件数や研究費受入額，相手先の所在地などの共同研究の実施状況やその変

化を分析する。大学毎に調査・分析結果のまとめを作成する。 
 ②各大学から提供して頂いた情報や文部科学省の「大学等における産学連携等実施状況に

ついて」，ファクトブックなどの情報をもとに，特徴的な事案を抽出し，ヒアリング候補

を絞り込み，ヒアリングを行う大学や連携先企業の事前調査を行う。 
３）令和５年度 
 ①特徴的な事例について，地元企業との連携，地域イノベーション創出に向けた活動，そ

の課題，解決の工夫などの観点で大学等のヒアリングを行い，その結果を整理する。 
 ②総合的検討：共同研究の実施状況の調査結果，地元企業と大学との共同研究の実施に及

ぼす影響要因の分析結果，ヒアリング結果をもとに総合的に検討し，地域で大学と企業

が連携して地域産業の振興や地域イノベーションの創出を進めていく上での課題を明確

にする。 
 ③報告書の作成し，公開する。 
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【これまでの主な研究成果】（今回の科研に関連する成果） 
 

１．研究成果報告書 

  北村寿宏，藤原貴典，川崎一正，竹下哲史，内島典子：科学研究費補助金研究成果報告書
「地域イノベーション創出に向けた地方大学における産学共同研究の実状解明の実証的研

究」，2017，産学連携研究会ホームページ http://www.sgrk.shimane-u.ac.jp/ACRA/ 
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学会第 19回大会講演予稿集，（604C1445-3），2021.06.03-04，オンライン開催（名古屋工
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